
　本書は心理学の教科書として企画された。したがって，この本を読めば，一

通り心理学の知識が学べるように構成されている。主に基礎心理学を専門とす

る 3 人の著者が書いているため，その内容は基礎心理学／実験心理学から見た

内容となっているが，この内容こそが心理学の中心であると自負している。

　考えてみれば，心理学という学問は，人の活動すべてに関わるものであるが

ゆえにその内容は多岐にわたっている。現代の心理学は，その内容が細分化さ

れ，すべてを網羅するには何冊もの事典のような厚さが必要になる。本書の中

で取り上げた実験や現象は，心理学という大きな海のほんの一部であるが，本

書がその広大な心理学の海へ漕ぎ出すための手がかりとなれば幸いである。

　本書は 2 つの点に注意して書かれた。1 つはできるだけ簡単であること。も

う 1 つはできるだけ自分の頭で考えるような本にすること，である。

　「簡単である」ことと「自分の頭で考える」ことは一見矛盾する。簡単であ

るなら，考える必要もないだろう，と思われるからだ。しかし，事前の知識を

できるだけもたないようにする，という意味では共通する。本書を「ゼロか

ら」というタイトルにした意図はここにある。

　スポーツは見るよりも実際にやるほうが楽しいだろう。プロの美しいサッカ

ーの試合は，観客として楽しむこともできるかもしれない。しかし，自分の足

で蹴ったボールの感覚は，自分の身体に刻み込まれる体験となる。学問も同じ

だ。世界の最先端を行く心理学論文を読むこともまた感動をもたらすだろう。

が，自分の頭で考えてたどり着いた結論は体に刻み込まれ一生のものとなる。

そのための道具として本書が役立つことを願っている。

　本書を執筆にするにあたっては，共著者のお 2 人と何度も会議をもった。つ

い話が脇道にそれがちな私に，繰り返し疑問点が呈示され，これに答える形で

私の本書の担当章が進められたといってよい。彼女たちに，お願いした担当章

以上の仕事をさせてしまったことを申し訳なく思うとともに，その仕事ぶりに

感謝の意を表したい。図らずも，彼女たちの大学への異動と本書の完成が重な

ったことをうれしく思っている。
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　そして，まとまりがつかなくなりそうな会議の進行を粘り強く見守っていた

だき，校正段階においても何度も筆の遅い私を激励していただいた編集の中村

さやかさんに，特別の感謝をお伝えしたい。中村さんが本書の企画をもってこ

られたのは何年前だろうか。ようやくそのお願いにお答えできたこと，ここに

安堵する次第である。

2015 年 8 月

金 沢　 創
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 序　章
心は目に見えない

計量心理学



1　心理学のイメージ

人の心が読めるというイメージ

　心理学を勉強すると，人の心が読めるようになると思われているらしい。何

か日常の動作や行為の背後にある無意識の意図や，隠された考えや動機を明ら

かにする。それが「心理」という用語の，最も日常的なイメージだろうか。そ

の「学」であるから，この学問の体系を学べば，行動や表情から他人が考えて

いることを読み取ることができる。さらには自分でも気づかなかったような隠

された己の動機がわかるようになる。心理学を学ぼうとする多くの学生さんた

ちの目的は，こうした隠されて普段は見ることができない「心」を，「見える」

ようにするテクニックの獲得ということになるのだろう。

　こうした期待をもって多くの高校生が大学の心理学科に進学することになる。

しかしたいていの場合，この期待は裏切られる。というのももしあなたが，ど

この大学であるにせよ，心理学を学

ぼうというのであれば，「実験実習」

や「心理学統計」という科目が必ず

用意されている。実験を行い，数値

化し，統計的な手法を用いることが，

心理学の核となる手法なのである。

人の心を解き明かすために人間と話

をするのではなく，なぜか数学や確

率の計算が必要となる。カウンセリ

ングなどの臨床心理学的なイメージ
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を心理学に求める多くの人は，ここで面食らうようである。それは，夢を分析

したり，何やら抽象的な図形を見せたりしながら，隠された欲望を明らかにす

るといった一般的にイメージされている作業とはまったく異質なものだ。

　このギャップはなぜ生まれるのだろうか。なぜ一般的に「心理学」でイメー

ジされるものと，実際の心理学とは異なっているのだろうか。別の角度から問

うならば，人の心を研究するために，なぜ数値化したり，統計を用いたりする

必要があるのだろうか。

心を数値化する必要

　オープンキャンパスなどで高校生から「心理学の勉強をしたいのですが数学

が必要でしょうか」と聞かれることがしばしばある。そんなとき筆者は「いや，

数式を解いたりする必要はありません。大丈夫ですよ」とにこやかに対応し，

もしその高校生がやる気に満ちた顔をしているなら，「ただし，心を数値化す

ることになじむ必要はあります」と付け加えることにしている。

　「人の悩みを聞いて，カウンセリングを行う」「昔から，人の話を聞くのは好

きだったので，ぜひ心理学を勉強してみたい。しかし統計はできればやりたく

ない」「数学を学ばねばならないようだし，何より心を数値に置き換えて議論

することは好きではない」。心理学の勉強を希望する高校生の本音としてはこ

んな感じであろうか。あるいは，心理学科に所属する大学生の多くもまた，同

じ本音かもしれない。

　しかし，「心を数値に置き換える」という作業が必修となっている背後には，

きちんとした理由が存在する。その理由を詳しく説明するためには，少しだけ

「心」というものの実在をめぐる哲学的な議論と関わることになる。多くの心

理学概論の教科書は，こうした哲学的な議論はメンドウというか当然の前提と

いうことで省略されている。しかし，本書では，少しだけ立ち止まって，背後

にある理由にも思いを馳せながら，オーソドックスな心理学の概念を解説して

いくことにしよう。
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1　学問としての心理学は「カウンセリング」や「人の心を読む」といった一般の
イメージとは違う学問である。
2　心理学では，心を数値化したり統計を用いたりする。
3　「心を数値化する」ことを考えるには哲学的な議論が必要となる。

P O I N T

2　大きさ，重さ，形のない「心」をどうとらえるか

心理学は自然科学か

　他人の感じている心の世界を知ること。たとえば喜びや悲しみといった感情

でもいいし，昔懐かしい思い出でもいい。専門用語でもある「感情」や「記

憶」とよばれるこれらのものが心の中でどのような風貌をもって表れているの

か。それを誰もが共有できる言葉で記述することが心理学という学問のめざす

ところである。

　「誰でも共有できる」というのは自然科学の 1 つの特徴だ。心理学も，過去

の文献だけではなく，事実に学ぶ学問であるとするならば，自然科学の一種で

あるといえるだろう。

　しかし，心理学が他の自然科学と 1 つだけ違うところがある。それは対象に

しているものである「心」が「存在しない」，つまり，重さ，大きさ，形をも
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たないという点だ。

　私が現に喜んだり悲しんだりしていることが「存在」しない？ そんなハズ

はないだろう。少なくとも私が感じているこの世界は，私の心から成り立って

いるのではないか？ 存在しないなんていわれると，そう反論したくなるであ

ろう。しかし，確かに，実際に，どのような道具を使っても，心の「大きさ」

「重さ」「形」を測ることはできない。

カントの不可能テーゼ

　実は「心理学」が対象とする「心」は，物理学が対象とするような「物」と

は違っているということを，少し難しい言葉で説明しながら「心理学は自然科

学として成立しえない」といった人がいた。認識論哲学で有名な I.カントで

ある。カントは，『自然の形而上学』（1786 年）において心理学にふれ，その不

可能性の主張を行っている。つまり，心理学の対象となる存在が大きさや重さ

などがない存在であるがゆえに自然科学の対象とはなりえないとの議論を行っ

たのである。

　これはしごくまっとうな議論で，こういうエラい人がいうのだから，心理学

なんてたぶん成り立たないのだろうとみなは長らく考えてきたのである。

　カント先生もいうように，心理学なんて学問はそもそも無理があるようにも

思える。私がうれしかったり悲しかったりすることは疑いがないが，その大き

さや形を，どこか，この世界にある装置で測ることはできない。確かに存在す

るのだけれど，それは私にしかわからない。どの程度うれしい／悲しいのかは，

他人には決してわからない。感情をどれぐらいどのような形で感じているのか，

測ることも他人に示す手立てもない。測ることができないものは科学の対象に

なりえない。こう考えれば，なるほど心理学は学問として成立しえないと考え

ても不思議ではないだろう。

　では，現在成立している心理学は，なぜ，どのようにして可能なものとなっ

ているのか。そこにどのようなトリックがあるのだろうか。

　そのトリックとは，簡単にいえば，カント先生の警告を乗り越えたというよ

りも，無視してみた，といったほうがよいやり方にある。ミュラー・リヤーの

錯視の測定を例に考えていこう。

2　大きさ，重さ，形のない「心」をどうとらえるか 5



こんな簡単な線分だけでつくれるというところが，この図形のポイントである。

　実験実習の授業では，図 0. 1 の写真のような装置を使って，「どれぐらい長

く見えているか」を記録していく。具体的には，上の横線と同じ長さに見える

ように下の定規の目盛を調整して，その目盛をメモするのである。ここからは

心理学の細かい方法論になるが，目盛を最小値からスタートして少しずつ大き

くしてみたり，最大値からスタートして少しずつ減らしてみたりしながら，い

ろいろな方法論を試して繰り返す。そんなのどっちでもいいじゃないかと思わ

れるかもしれないが，案外そうでもなくて，測定手続きで微妙な違いが出る。

その手続きにもいちいち名前がついていて，なぜそのような手続きにするのか

というノウハウこそが心理学という学問の体系そのものだったりする。

ミュラー・リヤーの錯視

　ミュラー・リヤーの錯視図形とは，

上下の横線の長さが，本当は同じであ

るにもかかわらず一見すると下のほう

が上よりも長く見えるという，ちょっ

とした「だまし絵」のような図形のこ

とである。もっと複雑なだまし絵のほ

うが楽しいと思われるかもしれないが，
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　なんだか地味でつまらない作業に見えるかもしれない。実際，筆者がはじめ

てこの授業を受けたときも，何でこんなことを延々やらされるのか，その意味

がわからなかった。そして，心理学をはじめて学ぼうとする学生たちもみな同

じような気分になるようだ。しかし，「錯視を測る」というこの地味でつまら

なさそうに見える行為こそが，心理学という学問の本質を射抜いているのだ。

錯視は心理学の典型

　少し考えてみよう。この「錯視が見える」ということ自体に，カント先生も

指摘してきた驚くべき矛盾が潜んでいる。なぜなら，「長く見える」というそ

の「長さ」は，感覚の世界にしか存在せず，この世に存在するどんな定規をも

ってしても測ることができないからである。たとえ脳の中をのぞいてみたとこ

ろで，「長く見えている」という映像や長くなった線が書かれた紙がでてくる

わけではない。長く見えるということは，決してこの世の物質としては存在し

ない。それは 1 人ひとりの心の中にしかないものなのだ。この点でいえば，先

の喜びや悲しみと同じだ。

　「昨日より今日のほうが気分がいい」とか「今までで一番落ち込んでいる」

といった感情よりは，「長く見える」という感覚のほうが測ることができるよ

うに思えるかもしれない。しかし，その「長く見える」という 1 人ひとり異な

る「感覚」も，定規で直接測ることができないという点では同じことだ。

　では，心理学では，その定規で測れない「大きさも重さも形もない心」をど

うとらえようとしているのだろうか。ここで発想の転換だ。最大のポイントは，

「ないかもしれないものをあるかのように扱ってみる」というやり方だ。どん

な定規を使っても測れなかった心の感覚を，まずは存在するものとして認めて

しまう。

　「錯視量」とか「心理量」などといろいろと名前をつけて，大きさや長さや

重さと同じようにそれが足したり引いたりできるようなものとして扱ってみる

のである。ある手続きに基づいて，ここでいえば「錯視量」を定義する。こう

して操作によって心を数値化する作業を操作的定義とよぶ。

　さて，こうやって定義しようとしても，「私には長く見えません」などと反

論する人もいるかもしれない。しかしここであきらめずに，まずは「長く見え
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る」という人が多く存在するということを前提として，「1 割長く見えます」

「15％ 長いです」としゃべってもらうのである。他者が感じている「長さ」

「重さ」「大きさ」などの感覚を，たとえば「2 割増し」などといった数字に置

き換えることができれば，全員の平均をとることができる。

　人の気持ちを読みとったり自分の心について考えたりすることと同じくらい

に，なぜ心理学において錯視図形が大事にされているのか，その理由がここに

ある。錯視は，心を数値化するという作業をコンパクトに学ぶのにたいへんよ

い題材なのだ。それは，心理学における心の数値化の代表ともいえる作業なの

だ。このやり方と似たやり方で，たとえば喜びも悲しみも「操作的に定義」し

ていくことができる。いや，無理そうでもとにかく定義してみる。それが心理

学を前に進めていくのである。

　「この先は行き止まりだよ」とカント先生はいった。そうかもしれないが，

とりあえず行ってみよう。すると，意外に道が続いている。そのことに気がつ

いた人々が，心理学という学問を始めたのである。

1　心理学が対象とする「心」は重さ，大きさ，形をもたないという点で，他のす
べての自然科学と異なっている。
2　心理学は自然科学ではないというカントの主張もある。
3　錯視量は，本当はどのような定規で測ることもできない。
4　「ないかもしれない」心理量を「あるかもしれない」数値として扱うことが，
心理学を前に進める。

P O I N T

3　心の測定の実際
測定方法こそが心理学

脳活動を測定すればよいわけではない

　こうやって心を数値にすることの難しさを説明すると，決まってもっと客観

的な指標，たとえば脳活動を計測すれば心は直接測定できるのではないか，と

いう論を唱える人がいる。
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　脳科学全盛の時代からか，「○○を考えているとき，脳の××が活動してい

ることが明らかに」というような記事がマスコミをにぎわせることがある。確

かに何かを考えたり感じたりするときに，脳という体の一部が物質として変化

することは間違いない。でも，そのことと，「考えたり感じたり」するその中

身とは別の話だ。どれぐらいうれしかったのか，とか，どれぐらいはっきりと

見えているのか，といった「程度」の問題，何が見えているのか，どんな感情

をいだいているのか，といった「内容」の問題は，物質として直接観察できる

わけではない。脳科学の進歩や脳科学者の登場により，どのような心の状態な

ら脳がどのように「物質として」変化するのかということや，その対応関係も

ある程度までは明らかになっている（⇨第 4 章）。でも残念ながらすべてがわか

っているわけではない。そもそも原理的に心で感じている内容と脳や体の状態

の対応は，知ることができない，とする立場もある。

　確かに脳を含めた体は，いろいろな道具を使ってその大きさ，重さ，活動量，

等々を物質として客観的に測定することができる。しかし，心はどんな物理的

装置を使っても，その大きさ，重さ，形を測定できないという点では変わりが

ない。依然として，「心」をとらえる困難さは，同じように存在している。脳

を測定したからといって心の測定が簡単になるわけではないのだ。

　脳や体は，大きさ，重さ，形という属性をもつこの世のものだが，心はこの

世のものかどうかがあやしいのだ。だから，脳科学者の中には，心なんてもの

は本来存在しないという人もいるぐらいである。もし脳を物質として客観的に

研究していても，心について少しでも考えるのであれば，それは心理学という

学問にふみこまねばならないのである。

客観的に見える指標も操作的定義が必要

　たとえば，恐怖の感情を感じているときに，扁桃体という脳の部分が活動す

る，などといわれたりする。つまりは扁桃体の活動を測定すれば，恐怖の感情

を直接測定できるのではないか，と私たちはいいたくなる。

　しかし大事な点は，まず恐怖を感じている状態をうまく実験手続きの中で定

義づけねばならないということだ。たとえば，こわい写真を見ているときには，

恐怖を感じていると定義してみるのだ。
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　脳ではなく心拍数を数えれば「喜び」を測れるという人もいるかもしれない。

「ドキドキする感じ」の「ドキドキ」の回数を数えるわけだ。これが 2 割増し

ていれば，「2 割増しの喜びである」といえるのではないか。そういう主張で

ある。この考え方はある部分では間違っていない。事実，「心拍数」というの

は心理学的な指標の 1 つとして現在でも研究の現場で用いられている。しかし

ここでも大事なことは，心拍数そのものではなく，どういう考えのもとにどう

いう実験を行ったのか，という実験手続きのほうである。心拍数が，即自動的

に，「喜び」を表すわけではない。

　「行動を観察すればその人の気持ちがわかる」という考えも，同じような困

難さをかかえている。たしかに落ち込んでいるのか舞い上がっているのかが，

顔に出やすい人もいるだろう。ウキウキしていることで，スキップしているか

もしれないし，歩く速度が速くなっていたりするかもしれない。実際に条件を

設定して行動を観察することで，その人の心の状態を推測するような方法論も

心理学としてはありうるかもしれない。

　でもよく考えてみよう。それは単純な「喜び」ではなく「苦しみ」や「あせ

り」が混じったものかもしれない。あるいは，うれしくもなんともないのに単

に演技していただけなのかもしれない。そもそも「ドキドキ」の回数や歩く速

度がなぜ「喜び」を表すといえるのか。たいして喜んでもいないのに，単純に

体が反応してしまっているだけかもしれない。

　体が反応しているからといって，それが必ずしも心の中身を反映していると

は限らない。そもそも，ある体の状態が 1 つの心の状態に対応しているわけで

はない。これはどんな指標を使っても同じことだ。

　繰り返すが，重要なのは，実験手続きであり測定方法とその考え方である。

心理量をどのような手続きで定義するのか。ある客観的な指標が「喜び」を表

すこともあるし，驚きを表すこともある。脳活動，心拍数，体の動きといった

どんな客観的な指標を用いようとも，結局のところ，この世界に実在するかど

うかよくわからない「心」というものを仮定し，その存在を心理量として測定

の手続きの中で操作的に定義することがなければ，心については何もいえない

のである。
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1　心理学は操作的定義が重要である。
2　脳活動，行動，心拍数などの客観的指標を用いたからといって，心が測れるわ
けではない。
3　体（脳）と心の対応関係が事前にわかっているわけではない。
4　脳科学といえども，心理学的な操作的定義のうえに成り立っている。

P O I N T

「心」をとらえるさまざまな道具

　では心理学では，具体的にはどのような方法で心を「数値化」しているのだ

ろうか。

　ごく大まかに分ければ，その方法には実験，内観報告，観察，の 3 通りの方

法があるといえる。まず「実験」であるが，代表的なものはゲームや課題を課

すことによってその課題の成績から「数値」を求めるというものである。基本

的には何か課題を行わせて，その正解・不正解をとる「正答率」と，その課題

をどれだけ早くこなしたかという「反応時間」がよく用いられる。双方とも％

で表すことができたり，秒で表したりすることができるわけだから，すぐに数

値として扱える，たいへん便利な指標である。

　もう少し実験から遠ざかった方法には，自分の心の状態を自分で報告する，

いわゆる内観報告に基づく数値化がある。たとえば目の前の赤は，どれくらい

鮮やかかを「まったく鮮やかではない／あまり鮮やかではない／どちらともい

えない／やや鮮やか／たいへん鮮やか」の 5 つの単語のうちどれか 1 つを選ば
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